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１ 因幡守護山名氏とは 

 〇守護とは 

  ・室町幕府から任命されて国を支配した役人。現在の県知事。 

 

 〇山名氏とは 

  ・群馬県高崎市（山名郷）の武士。室町幕府につかえて活躍。 

  ・全国６６ヶ国のうち、１１ヶ国の守護を務め、「六分一衆」と呼ばれた。 

 

２ 布施天神山城とは 

 〇因幡の守護所 

  ・守護所-守護の屋敷。町や港の近くに置かれた政治中心地で、現在の県庁。 

  →布勢（宇山）の町が栄えていたので、岩美町二上山城から移ったと言われる。 

  ・館＋城 

  

 〇室町時代の湖山池 

・湖山池の北側の一部が海に開け、日本海から船が出入りする良い港であった。 

 

〇湖山池の東側に町が繁栄 

  ・布勢（宇山）の周辺にお寺（現在はない）、神社（日吉神社）があり、商人や神社の神主、お寺のお坊さん

らが移り住みその前に市場や町がつくられた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『戦国時代の守護 山名氏の城と戦い』から引用 

 

『戦国時代の守護 山名氏の城と戦い』から引用 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江戸時代の絵図をもとに復元した天神山城の周り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４７年前の天神山城とその周辺の空中写真 
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